
























 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＯＰとは、「Point of Purchase」の略で、店頭に置かれる「広告・宣伝物」を指します。

色々な店で、「商品名」や「価格」、その商品の「特徴」などをイラストや文字で記した案内のよ

うなものが飾られているのを見たことがあると思います。 

昨年度末、１学年の国語科の授業において「自分のオススメする本」のＰＯＰを制作しまし

た。ここにあるのは、その完成品です。本屋でもたくさん飾られているＰＯＰですが、最近では

デジタル化が進み、手書きのＰＯＰを見かけることが減ってきています。だからこそ、今回は

「全て手作り」してもらっていました。「手作り」だからこそ、作り手の想いや工夫、味というも

のが存分に表われた作品に仕上がっていると思います。 

さて、今回は「POP-1グランプリ」と題して、コンクール形式としています。皆さんは、鑑賞

のポイントをふまえ、全てのＰＯＰをよく吟味してください。その上で、公平な投票をお願いし

ます。栄えある第１回大会「グランプリ」の栄冠は誰の手に……？ 



 

 

 

 

 

☆制作の条件が守られているか 

今回、作り手には以下の項目を必ず入れることを条件としました。 

  ①本の「題名」を書く 

  ②本の「作者（著者）」を書く 

  ③本の「あらすじ（概要）」を書く 

   ⇒本のストーリーや内容がしっかりとわかることが大前提でありながら、結末などには触れず、

思わず「読んでみたい」「先が気になる」と思うようなまとめ方ができているかどうか。 

  ④本の「キャッチコピー」を書く 

   ⇒本文の言葉を引用するも良し、自分の言葉を使うも良し。短いかつキャッチーな言葉で、その

作品の主題（テーマ）を伝えることができているか。 

  ⑤その本を「オススメする理由がわかる言葉」を書く 

   ⇒「感動できるからオススメする」「読み終わった時に考えさせられるからオススメする」……オ

ススメする理由は人それぞれ。自分が何故その本をオススメしようとしているのか、その本を

読むことでどのようなメリットが得られるのか、そういった内容が書かれているかどうか。 

 

☆その本を読みたくなったかどうか 

元来ＰＯＰというものは、その本の購入者を増やすことが目的です。つまり、そのＰＯＰを見た結

果「読みたい」「買いたい」と思わせられるものが良いＰＯＰなのです。皆さんが「その本を読んでみ

たい」と思わされたＰＯＰは、良いＰＯＰです。 

 

☆見やすい（読みやすい）かどうか 

 良いことが書いてあっても、それが見にくかったら仕方ない。文字の大きさや丁寧さ、レイアウト

等も重要な要素です。 

 

☆人目を惹くデザインかどうか 

購入者を増やすためには、まずそのＰＯＰを多くの人に見てもらわなければなりません。人の目

を惹くためには、ＰＯＰの形、色遣いなどデザインの工夫が必要不可欠です。他とは全く違う工夫

されたデザイン、美しいデザイン、綺麗な色遣い……１つの美術作品としての完成度も重要です。 

 

 
























































